
eT一 Yσレ K

数理解析研究所講究録 678

Mathematical
Topics in Biology

禁帯出期間

le 3・14”3e 21

数研図書室

京都大学数理解析研究所

1989年 2月

/:v



Hathcmaica1工 opics in Biology

研 究 会 講 究 録
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ま え か き

この講究録は京都大学数理解析研究所共同研究集会の一環として行なわれた「Mathe-

matlca1工 opl(s■ n Blo1◎ gy」研究会における講演を集めたものである。1978年 9月、回し

タイトルで国際集会を開いて以来 1982年まで毎年数理研共同研究として研究集会を開き、

数学と生物学の接呉を新しい学問領域を開拓するという意味で重要な役割を果たしてき

た。その後残念乍ら、中断していたか、数理解析研究所の共同研究として再ひ復活したの

か今回の研究会である。

本:研究会の目的は数:理生物学に興味を持つ多くの人達による学問的討論を通して研究交

流を活発にすることのみならず、数理生物学の国際協力のために我か国においても数理生

物学懇談会といった組織を作る必要性へのひとつの呼ひかけでもある。

1989年 1月 10日

三村 昌 泰
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